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1 )調査時期と調査方法:調査期間は 2005年 1




















































者 65人は全て女性、 40歳代 21人 (32.3%)、50
歳代 44人 (67.7%)、平均年齢は 51.9歳(標準偏
差 5.8歳、最小{直40歳、最大値 59歳jで、あった。





















がん患者を 3つの術後期間 (A・B. C) に区分
すると、 A:3年未満40入、 B:術後 3年以上 5



















































































































n=40 n=14 n=11 
17 3 
23 13 8 
50.5 54.6 53.4 
O 3 
19 6 5 
20 8 3 
38 14 1 
4 3 。
3 。
2 。 O 
O O 
40 13 1 
29 1 4 
21 10 5 
6 
13 3 5 
22 7 4 
18 7 7 
リンパ節 13 リンパ節 5 リンパ節 1
遠隔 3 局所 2(重複1) 局所 2
24 8 8 
12 5 4 
1 3 2 
6 2 O 
3 O 
8 3 5 
33 9 5 
4 O 。
3 O O 
4 5 6 
33 4 5 
7 10 6 
23 10 8 
17 4 3 
が他のグ、ノレーフOの半数程度と少ない。また、もと



























A 外来の看護師 1人 園思いやりのある対応をしてほしい
グ
Jレ 病棟の看護師 1人 H点滴漏れがないようにしてほしい
圃楽の話しをもう少しゆっくり聞いてほ


























































































































































































































































































































葉で呼ばれるようになった (Joanet al，2004 . 
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